
現場力を高めましょう
 部会長　松田　尚樹

コロナ禍が収まらないまま
に過ぎた第 31期に引き続き，
部会長を務めさせていただく
ことになりました。まさかこ
のような状況が 2年も続くと
は，期初には誰も想像してい
なかったのではないでしょう
か。各事業所では，教育訓練

をどうするか，健康診断はどうするか，等の放射線
業務従事者登録上の困難にまず直面されたことで
しょう。施設の利用停止や施設スタッフの出勤停止
に追い込まれたところもあったと思います。大学等
では施設を利用した対面実習も軒並み中止になった
のではないでしょうか。本来，そのような問題と対
策を共有すべき支部委員会や支部研修会の対面での
開催も制限されました。極め付けは年次大会で，こ
れは本部会に限ったことではありませんが，2年連
続でWeb上での開催となりました。このように，
部会がその機能を十分に果たし得なかったことに対
して忸怩たる思いです。
一方，これを機に，少しハードルの高かった教育
訓練の e -ラーニング化やWeb会議システムが急速
に身の回りに普及しました。部会主催の教育訓練も
この 2年は e -ラーニングに一本化され，受講者数
は各支部が対面で実施していた頃よりも増加してい
ます。その流れで，医療従事者向けの新たな e -ラー
ニングの公開も始まりました。またWeb会議シス
テムによって，放射性同位元素等規制法による審査
ガイド等の整備に関する意見聴取と，放射線障害予
防規程に定めるべき事項に関するガイド（測定の信
頼性確保関係）の改正案に対する科学的・技術的意
見の募集もペースを落とさず粛々と進められてきま
した。これらに対して法令検討専門委員会が極めて
的確に対応してきました。

第 31期，今後やるべき課題として，①知識，技術，
経験の伝承─知識マネジメントの放射線管理への導
入，②若手主任者の実務能力スキルアップ，③緊急
時の対応能力の向上，の 3つを提案させていただき
ました。いずれも企画専門委員会と広報専門委員会
が企画，発信に具体的に落とし込み，お手元に届い
たかと思います。第 32期もこれを継続していきま
すが，少し視点を変えてみます。それは，現場力，
という発想です。放射線に関連する学協会は数多く，
放射線の管理や防護をその守備範囲に含めているも
のも少なくありません。その中で職能団体的な色合
いの強い本部会の強みは，なんと言っても現場を
持っている，現場の管理に関わる仕事をしなければ
ならない，ということです。もちろん ICRPの勧告
や動向や放射線防護理論も大事です，が，実務者の
実務者たるゆえんは，その現場力にあるでしょう。
上に挙げた 3つは，いずれもこの現場力に直結する
ものです。そしてこの現場力は，実は事業所内，放
射線管理区域内でのみ発揮されるものではありませ
ん。例えば放射線の教育は事業所を飛び出して，小
中学校から市民までを対象として組み直してみる
と，大変おもしろい科学教育になります。また，原
発事故，更に直近のウクライナ侵攻による原子力施
設攻撃のような想定可能な原子力・放射線事故後に
おける高品質の放射線測定と，正しくそれを伝える
ことは，場面が異なるだけで，スキルとしては普段，
管理区域内で行っている業務ではないでしょうか。
つまり，現場力は社会とつながっているわけですね。
私事になりますが，今年の 3月に 25年間代表主
任者を務めた事業所を退職しました。それなりに重
圧のあった 25年でしたが，良い仕事仲間に恵まれ
て，楽しく仕事を続けることができました。そこで
主任者としての仕事を振り返って感じたのが，現場
力，ということでした。これから 2年間，皆さんの
現場力を高める後押しをしたいと思います。どうぞ
よろしくお願いいたします。

 （長崎大学放射線総合センター）

第 32期放射線安全取扱部会　部会長，副部会長ご挨拶
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副部会長（企画専門委員長）就任にあたって
 副部会長　渡部　浩司

この度，副部会長（企画専
門委員長）に就任しました東
北大学の渡部と申します。放
射線安全取扱部会において，
これまで東北支部の支部長と
して長年務めて参りました
が，今度は企画専門委員長と
して活動して参ります。

東北支部長時代，2018年に放射線安全取扱部会
年次大会を仙台で開催させていただきましたが，こ
の年次大会を通して，本部会の結束力の高さを強く
感じることができました。コロナ禍そしてロシアの
ウクライナ侵攻と，まったく予想できなかった出来
事が世界で起こっています。このような不安な社会
において人の繋がりの重要性が改めて実感されま
す。放射線安全取扱部会は様々な職種・背景を持つ
主任者が集える貴重なコミュニティです。今こそ，
主任者間の結束力を更に高めていかなければならな
いと考えております。そのために，本部会の明るい
未来を描ける企画を考えていきたいと思います。一
方，主任者を取り巻く環境は，放射線利用の減少，
施設の老朽化，人手不足等問題が山積しており，年々
厳しさを増しているのは確かです。このような問題
を議論し，解決策を提案していくのも企画専門委員
会の役割であり，皆様の期待に応えられるよう精進
していきたいと思います。
私自身，企画専門委員としての経験はまだまだ未
熟です。ぜひ部会の皆様から企画の提案，ご意見を
いただければ幸いです。部会長と力を合わせて，本
部会を盛り上げていきたいと考えておりますので，
どうぞよろしくお願いします。
（東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープ

センター）

副部会長（広報専門委員長）就任にあたって
 副部会長　柴田　理尋

副部会長 2期目を務めるこ
とになりました，名大アイソ
トープ総合センターの柴田で
ございます。引き続きどうぞ
よろしくお願い申し上げま
す。多くの学協会での会議は
オンライン開催が普通となり
ました。オンラインでも会議

はできて，仕事も進むということが判った一方で，
やはり，対面の会議には，世間話を含めてプラスア
ルファ以上の重要な価値があることも明らかになり
ました。前期は，オンラインで委員の皆さんから貴
重な意見をいただき，「想定外を想定内に」という
災害対応のシリーズ化と，動物実験施設の紹介等を
進めてきました。この記事を書いているうちにも，
今まで想定外だったことが現実化し，思わぬ自然災
害や紛争までが身近になってきた感があります。委
員会では，様々な出来事に対し，会員の皆さんの関
心に添えるように，紙面の充実に向けて話合いをし
ております。測定器の校正に関する法令改正は，管
理担当者にとって合理的な対応策を考えることが求
められます。また，感染症の状況が判ってきたこと
から，規制当局による立入検査もこれからは計画に
沿って進められていくことでしょう。残念ながら，
今のような状態がしばらく続きそうな気配ですが，
会議や年次大会も対面とオンラインを併せて行うこ
とで，遠方のかたにも気軽に参加いただける新しい
可能性も出てきました。部会及び広報としても他の
学協会とも連携して情報共有し，発信していきたい
と考えております。皆様の一層のご指導，ご協力を
お願い申し上げます。

 （名古屋大学アイソトープ総合センター）
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